
ある論理 

 

消し去ること 

没し去ること 

どちらを選んでも 

私は変わらない 

 

生まれ落ちたこと 

生きてきたこと 

希望と言う空疎な単語 

誰もが信じておらず 

誰もが抱き締めているもの 

 

意味などというものは 

単なるこじつけに過ぎない 

事実は認識でしかない 

 

見たければ 

聞きたければ 

生きればいい 

 

心が通じると 

恋をすると 

癒されると 

心に沁み入ると 

楽しいと 

世界が広いと 

生きなければならなくなる 

 

だから僕は 

生きない 
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